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阿部 直紀 講師（健康スポーツ科学科）

体育・スポーツで育つ力 －身体を通して学ぶ楽しさ－

齋藤 公彦 教授（看護学科）

保 健 医 療 の 現 状

大塚 和美 助教（福祉学科）

家族も施設もラクになる
－介護テクノロジーが実現するやさしいケア－

藤江 浩子 講師（こども学科）

自ら命を守る力を育てる防災学習
～情報を活用し、命をつなぐ判断を～

小川 長 教授（経営学科）

地域の底力復活のためのマネジメント

－ 知 る 喜 び 、 学 ぶ 楽 し さ を 共 有 す る －

受講場所・時間

福山平成大学 7号館 大講義室 定員250名

【毎週木曜日】18時30分 ～ 19時30分

講 座 内 容

8月27日（木）
第１回

9月3日（木）
第２回

9月10日（木）
第３回

9月17日（木）
第４回

9月24日（木）
第５回



 

 

「知る喜び、学ぶ楽しさを共有する」 

「知る喜び、学ぶ楽しさを共有する」をテーマに、全 5 回の講座を開催します。地域の底力を引

き出すマネジメント、介護テクノロジーによるやさしいケア、防災における判断力の育成、保健

医療の現状、体育・スポーツを通した学びなど、多角的な視点から実践的な知識と理解を深めま

す。 

 

第 1回 8 月 27日「地域の底力復活のためのマネジメント」 

小川 長 教授（経営学科） 

今、わが国では、首都圏などを除いて全国的に少子高齢化の進行と、それによる深刻な人口減少が進み、その

影響により地域経済など多くの面で地域の活力が失われつつあります。特に、わが備後地域の人口流出の多さは、

全国的に見ても高水準にあります。 

 ボクたちは、この状況を黙って見ている訳にはいきません。その地域を守っていくのは、その地域の人しかい

ないのです。こうした視点から、皆様とご一緒に地域のことを真剣に考えてみたいと思います。 

 

第 2回 9 月 3 日「自ら命を守る力を育てる防災学習～情報を活用し、命をつなぐ判断を～」 

藤江 浩子 講師（こども学科） 

近年、豪雨災害が頻発する中で、住民一人ひとりが主体的に状況を捉え、適切な避難行動を選択する力の重要

性が高まっています。一方で、防災の学びの在り方が問われています。 

本講座では、防災を教育の視点から捉え直し、自然の仕組みを理解する理科的視点や、地形や地域の特性を捉え

る社会科的視点、情報を読み取り判断する力など、教科の枠を超えた学びの必要性を踏まえ、スマートフォン等

を活用した情報収集の方法と、それを根拠にした避難判断の在り方を考えていきます。講義と演習を通して、自

他の命を守る実践的な判断力の育成について、受講者の皆様と共に探究していきましょう。 

 

第 3回 9 月 10日「家族も施設もラクになる－介護テクノロジーが実現するやさしいケア－」 

 大塚 和美 助教（福祉学科） 

介護の現場では、介護ロボットや ICT（情報通信技術）の導入が進み、利用者本人の安心と安全を高める取り

組みが広がっています。本講座では、移乗サポートロボット HugやロボットアシストウオーカーRT.3を使った実

演を通して、身体への負担軽減や転倒リスクの低減など、利用者にとってのメリットを具体的に紹介します。ま

た、見守りカメラの活用による「そっと見守られる安心」についても取り上げ、家族と施設、そして利用者本人

にとって“やさしい介護”がどのように実現されていくのかを一緒に考えます。 
 

第 4回 9 月 17日「保健医療の現状」 

齋藤 公彦 教授（看護学科） 

近年、医療の都市集中化に伴い、地方における保健・医療の確保に向けた問題が取りざたされています。その

ため、保健医療の現状を知り、今後に向けた対策を考えてもらい、健康管理の重要性を理解した上で自己管理へ

向けた方法を知って頂ければと思います。 

 

第 5回 9 月 24日「体育・スポーツで育つ力－身体を通して学ぶ楽しさ－」 

阿部 直紀 講師（健康スポーツ科学科） 

学校教育に体育が位置づけられているのは、身体活動を通して健康の保持増進を図るだけでなく、子

どもたちの多面的な成長を支える学びがあるからである。また、スポーツは学校の授業だけでなく、生涯

にわたって楽しむことのできる文化として、多くの人々の生活に関わっている。一方で、子どもの体力低

下や運動習慣の二極化、スポーツへの関わり方の変化など、体育・スポーツを取り巻く社会的課題も指摘

されている。本講座では、学校体育の意義を手がかりに、体育やスポーツを通してどのような力が育まれ

るのかを考えるとともに、日常生活の中で身体を動かすことの楽しさや、身体を通して学ぶことの意味に

ついて、参加者とともに考えていきたい。 
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